
本
格
操
業
を

ど
う
し
て
も
止
め
た
い

 
 
 
 

 

主
催
者
挨
拶

ア
エ
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
で

は
十
一
時
半
か
ら
「
六
ヶ
所

通
信
№
４
」
が
上
映
さ
れ
、

十
三
時
過
ぎ
か
ら
市
民
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
の
五
団
体
を
代
表
し

て
、
仙
台
市
の
「
三
陸
・
宮

城
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る

仙
台
の
会
（
わ
か
め
の
会
）」

の
広
瀬
剛
史
さ
ん
は
「
有
権

者
・
市
民
と
し
て
今
こ
そ
声

を
あ
げ
た
い
。
仲
間
を
募
っ

て
一
生
懸
命
こ
の
企
画
に
取

り
組
み
ま
し
た
」
と
語
り
、

開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。

無
理
を
重
ね
る

日
本
の
「
再
処
理
」
路
線

 
 

<

基
調
対
談
〉

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木

真
奈
美
さ
ん
と
、
「
岩
手
の

会
」
の
永
田
文
夫
さ
ん
と
の

基
調
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
「
再
処
理
」

は
本
来
不
合
理
な
計
画
で
あ

り
今
後
も
技
術
と
し
て
の
見

通
し
は
立
た
な
い
と
語
り
、

永
田
さ
ん
は
、
無
理
に
無
理

を
重
ね
て
放
射
能
を
流
し
な

が
ら
推
進
さ
れ
て
い
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
の
現
状
を
具
体

的
に
述
べ
ま
し
た
。

各
地
の
運
動
を
繋
げ
よ
う

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

こ
の
後
、「
あ
い
コ
ー
プ
み

や
ぎ
」
の
多
々
良
哲
さ
ん
の

司
会
で
五
人
の
方
々
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
清
吾
さ
ん
（
石
巻
・
漁
協

十
三
浜
支
所
運
営
委
員
会
委
員

長
）

風
評
被
害
よ
り
実
害

が
問
題
。
風
評
被
害
を
恐
れ

て
行
動
し
な
い
の
は
本
末
転

倒
で
あ
る
。

高
橋
博
之
さ
ん
（
岩
手
・
県
議

会
議
員
）

放
射
能
を
流
す

政
治
を
認
め
た
の
は
有
権
者

国
民
の
責
任
。
し
か
し
今
、

私
た
ち
県
議
に
は
か
な
り
の

激
励
の
ハ
ガ
キ
が
来
て
い
る
。

流
れ
が
変
わ
っ
て
き
た
。

須
賀
原
チ
エ
子
さ
ん
（
宮

古
・
子
ど
も
達
の
教
育
と
未
来

を
考
え
る
会
会
長
）

住
民
が

三陸の海を放射能から守る                     天恵の海を守ろう！
岩手の会                                200８（平成２０）年      

   郵便振替  02240-5-102650                ３月 ２７日

《岩手の環境／ＲＩ廃棄物／再処理》                         第５２号
http://homepage3.nifty.com/gatayann/env.htm                          

《まった再処理分庫》                                編集事務局 S.Oshida                    
http://briefcase.yahoo.co.jp/k_imag                                               ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

                                                         

春
め
い
た
三
月
十
六
日
（
日
）
の
仙
台
市
で
「
三
陸
の
海

に
、
空
に
、
放
射
能
を
捨
て
な
い
で
！
」
と
訴
え
て
、
市
民

が
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、「
ア
エ
ル
」

内
仙
台
市
情
報
・
産
業
プ
ラ
ザ
で
集
会
を
開
催
し
た
約
三
五

〇
人
と
匂
当
台
公
園
で
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
た

約
百
人
。
ジ
ャ
ン
ベ
な
ど
数
十
の
太
鼓
の
演
奏
と
思
い
思
い

の
「
布
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
何
枚
も
掲
げ
て
の
パ
レ
ー
ド
が
日

曜
日
の
午
後
の
人
出
の
中
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。（
取
材
・
尚
）



《
集
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
》

六
二
枚
の
布
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
布
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
た

く
さ
ん
集
ま
っ
た
。
ア
ッ
プ

リ
ケ
や
ら
刺
繍
や
ら
、
時
間

を
か
け
、
グ
ル
ー
プ
で
作
業

し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
ば
か

り
だ
。
六
二
枚
に
は
「
ス
ト

ッ
プ
再
処
理
」
を
願
う
多
く

の
人
々
の
思
い
が
あ
る
。

や
れ
る
こ
と
は
工
夫
す
れ
ば

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
子
ど
も
達

の
未
来
に
責
任
を
持
っ
て
運

動
を
続
け
よ
う
。

武
山
拓
さ
ん
（
青
森
・
ス
ケ
ー

ト
＆
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
ナ

ー
）

三
陸
海
岸
に
は
サ
ー

フ
ィ
ン
の
た
め
の
良
い
海
岸

が
あ
る
。
私
は
海
で
遊
ん
で

い
る
か
ら
こ
そ
海
を
守
り
た

い
。
シ
ン
プ
ル
な
考
え
で
運

動
に
参
加
し
た
。

苫
米
地
ヤ
ス
子
さ
ん
（
十
和

田
市
・
無
農
薬
米
農
業
）

「
安

全
で
美
味
し
い
米
を
育
て
て

い
る
の
に
、
農
地
が
放
射
能

で
汚
さ
れ
る
の
が
心
配
。
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
病
気
に

な
り
そ
う
だ
っ
た
。
県
庁
に

行
っ
て
「
止
め
て
ほ
し
い
！
」

と
思
い
っ
き
り
訴
え
た
ら
病

気
が
治
っ
た
。

特
別
ア
ピ
ー
ル

木
下
デ
ー
ビ
ッ
ド
さ
ん
（
サ

ー
フ
ィ
ン
プ
ロ
選
手
会
会
長
）

こ
の
問
題
は
、
話
せ
ば
分
か

っ
て
く
れ
る
。
今
八
〇
万
の

署
名
を
、
み
ん
な
で
さ
ら
に

五
百
万
人
の
署
名
に
し
よ
う
。

田
村
剛
一
さ
ん
（
豊
か
な
三
陸

の
海
を
守
る
会
会
長
）

「
放
射
能
放
出
規
制
法
（
仮

称
）」
を
制
定
す
る
よ
う
国
へ

意
見
書
を
出
す
こ
と
を
求
め

る
請
願
を
岩
手
県
内
全
三
五

市
町
村
議
会
に
提
出
し
て
き

た
が
、
既
に
二
一
の
議
会
で

採
択
さ
れ
た
。
各
地
で
も
請

願
運
動
を
や
ろ
う
。

高
ら
か
に
集
会
決
議

最
後
に
各
グ
ル
ー
プ
代
表

が
、
横
断
幕
や
布
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
大
漁
旗
、
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
な
ど
を
掲
げ
壇
上
に
勢
揃

い
す
る
中
、
岩
手
県
山
田
町

議
会
議
員
の
木
下
志
き
子
さ

ん
が
「
青
森
県
知
事
は
本
格

稼
働
の
安
全
協
定
に
署
名
を

し
な
い
こ
と
」
と
す
る
集
会

決
議
を
読
み
上
げ
全
員
で
採

択
し
ま
し
た
。

各
地
か
ら

約
五
〇
人
の
要
請
団

翌
日
の
三
月
十
七
日
、
集

会
の
参
加
者
約
五
〇
人
が
、

仙
台
か
ら
バ
ス
な
ど
で
移
動

し
、
青
森
県
庁
会
議
室
で
「
集

会
決
議
文
」
を
手
渡
し
ま
し

た
。
応
対
し
た
青
森
県
エ
ネ

ル
ギ
ー
総
合
対
策
局
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
振
興
課
三
上
雄
二

企
画
調
整
報
道
監
は
、「
三
村

申
吾
知
事
に
確
か
に
渡
し
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

事
前
質
問
書
へ
の
回
答

五
団
体
は
要
請
行
動
に
先

立
ち
青
森
県
に
質
問
書
を
提

出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
す
る
回
答
は
次
の
よ
う
に

不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

○
質
問
「
除
去
装
置
の
研
究

は
一
六
〇
億
円
も
使
っ
て
三

〇
年
間
や
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
四
年
間
は
四
億
円
か
け
て

固
定
化
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
青
森
県
は
真
剣
に
設
置

を
指
導
す
る
べ
き
で
あ
る
」

三
上
報
道
監
「
知
事
に
伝
え

る
」

○
質
問
「
環
境
基
本
法
で
は

放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
原
子

力
基
本
法
で
定
め
る
と
な
っ

て
い
る
。
放
射
能
か
ら
環
境

汚
染
を
防
ぐ
法
律
条
文
が
あ

る
の
か
」

三
上
報
道
監
「
原
子
炉
等
規

制
法
と
そ
の
規
則
で
『
工
場

付
近
の
住
民
は
年
間
１
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
と
す
る
』
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
し
か
回

答
は
用
意
し
て
い
な
い
」

○
質
問
「
放
射
能
が
海
産
物

や
農
産
物
で
測
定
さ
れ
実
害

は
も
ち
ろ
ん
風
評
被
害
が
出

た
場
合
青
森
県
や
隣
県
へ
の

補
償
の
準
備
は
あ
る
の
か
」

三
上
報
道
監
「
青
森
県
に
は

原
子
力
防
災
や
風
評
被
害
対

策
が
あ
る
。
他
県
に
つ
い
て

は
国
が
や
る
こ
と
で
存
じ
あ

げ
な
い
」

○
質
問
「
断
層
再
調
査
の
結

果
を
見
て
か
ら
安
全
協
定
を

結
ぶ
べ
き
で
あ
る
」

三
上
報
道
監
「
安
全
協
定
と

は
リ
ン
ク
し
な
い
」

要
請
団
は
、
再
質
問
書
を

送
付
す
る
の
で
文
書
で
回
答

す
る
よ
う
要
請
し
、
三
上
報

道
監
も
了
承
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
運
動
の
前
進
を

要
請
行
動
に
続
い
て
、
県

庁
内
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者
会

見
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
市
内
蓮
心
寺
に
会
場
を

移
し
、
参
加
者
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
内
博
青
森
県
議
会
議
員

は
じ
め
青
森
県
の
運
動
を
担

っ
て
こ
ら
れ
た
人
々
と
の
意

見
交
換
や
、

今
後
の
運
動

の
方
向
性
に

つ
い
て
様
々

な
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
、

真
剣
な
話
し

合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

青
森
県
知
事
へ

集
会
決
議
要
請
行
動

青
森
県
庁
三
月
十
七
日

コラム 水眼鏡

高いエントツ、長い長い廃液放出管。

だから「工場周辺」は「０．０２２㍉シー

ベルトで安全」。 おかしな理屈だ。

六ヶ所の海岸は釣りやサーフィンに

最適だ。しかし、沖合３㌔、水深４４㍍

の海底には再処理工場からの廃液放出

口があり、そこから１回につき６００㌔

㍑もの強烈な放射性廃液が放出される。

原燃はホームページに１月以上たって

から放出日などを発表する。◆昨年１１

月１７日にはトリチウムが原発の規制

値の２７００倍の濃度で放出された。そ

の日、沿岸の砂浜でサーフィンや釣りを

していた人は大丈夫だったのか。サーフ

ァーは海水に浸かり、釣り人は波しぶき

にぬれる◆原燃は「工場周辺の住民は

０．０２２㍉シーベルト以下で安全」と

説明するが、それは「高い排気筒」と「長

い廃液放出パイプ」で放射能を遠くに飛

ばした上で、「工場の従業員と周辺住民

に放射線障害は微少」と述べているに過

ぎない。◆環境に放射能を排出すること

自体を厳しく規制する法律がなければ、

海や森の生態系が壊され、人や生物がダ

メージを受ける。その法的不備が誰の目

にも明らかになってきた。（尚）


